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船員の労働環境及び生活環境の特殊性

〇船員は、陸から離れた船上という特殊な環境下で働いており、陸上労働者と
比べて、以下の点で特殊性がある。
そのため、船員の労働環境の改善や健康確保の面から、船員が遠隔医療を受

けられる環境の整備が求められている。

・限られたスペースであるため運動不足になりやすく、保存性が高い食料が
多いため栄養のバランスをとることが難しい。

・不規則な労働時間により、体調管理が難しい。
・危険な作業等により負傷する等の危険性が陸上労働者と比べ高い。
・船上での生活が長いため、体調を崩しても容易に医療機関を受診できず、
薬の処方も受けられない。（陸と違ってフリーアクセスではない。）

・大規模船舶には、一定程度の知識や対応方法を身につけた船舶衛生管理者
がいるが、適切な判断が難しい。

・常備薬等はあるものの医療資源がそもそも乏しい。

【船上生活の特殊性】
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船上における遠隔医療に対するニーズ

 孤立した船内であるため、次の状況で遠隔医療ニーズが高くなると思われる。
 負傷、急病、持病の悪化、感染症が発生した状況
 蘇生措置（心臓マッサージなど）が必要な状況
 清水（せいすい）などの船内衛生環境に大きな問題が発生した場合、等
※清水とは：風呂、洗濯、掃除などに使う生活用水、海水から造水している

 医師に動画情報を提供することでより正確な判断がなされ、衛生管理者は医師の指示のもと投薬や注射など
を効率的に活用することができるようになると思われる。
※衛生管理者とは： 近海区域以遠を航行する3,000ｔ以上の船舶（国内各港間のみを航海する場合を除く）に乗船させなければなら

ない（船員法第82条の2）
船内の健康管理及び保健指導に関することなどを業務とし、緊急時には医師の助言等を受け投薬・注射も可能
（船員に乗り組む医師及び衛生管理者に関する省令第16条）

 急患が出た場合は緊急寄港などの対応もあるが、船内でより早い段階から適切な判断のもと処置ができるよ
うになると思われる。

船舶関係者の声

船員の健康確保に関する検討会（海事局）

無線医療の例

 負傷、急病、持病が悪化した等、比較的緊急度が高い状況において、遠隔医療ニーズが高い。
（無線医療助言通信ハンドブックの事例：慢性疾患が悪化した事例、実際の事例：骨折、裂傷、持病等）

 船内における無線を活用した医療支援として「無線医療助言事業」等が存在するが、医療支援の活用の場
面が、航海中の船内で急病人やけが人が発生した場合に行われている。

 産業医等による船員の健康状態の把握や面接指導の実施等においてニーズがある。

（R2.10「船員の健康確保に向けて」より抜粋）
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遠隔医療等の分類

遠隔医療

オンライン受診勧奨

オンライン診療

洋上救急

病気等

遠隔健康医療相談

遠隔医療とは：情報通信機器を活用した健康増進、医療に関する行為

 遠隔医療のうち、医師ー患者間において、情報通信機器を通して患者の診察を
行い、医療機関への受診勧奨をリアルタイムにより行う行為であり、患者から
の症状の訴えや問診などの心身の状態の情報収集に基づき、疑われる疾患等を
判断して疾患名を列挙し受診すべき適切な診療科を選択するなど、患者個人の
心身の状態に応じた必要な最低限の医学的判断を伴う受診勧奨。

 遠隔医療のうち、医師ー相談者間において、情報通信機器を活用して得られた
情報のやりとりを行い、患者個人の心身の状態に応じた必要な医学的助言を行
う行為。相談者の個別的な状態を踏まえた診断など具体的判断は伴わないもの。

 遠隔医療のうち、医師ー患者間において、情報通信機器を通して患者の診察及
び診断を行い、診断結果の伝達や処方等の診療行為をリアルタイムに行う行為。

無線医療助言事業（船員保険部で提供中）

24時間電話健康相談、産業医健康相談、オンライン禁煙プ
ログラム（船員保険部で提供中）

（日本水難救済会が提供）
※船員保険は費用を援護している。

 遠隔医療のうち、医師又は医師以外の者ー相談者間において、情報通信機器を
活用して得られた情報のやりとりを行うが、一般的な医学的な情報の提供や、
一般的な受診勧奨に留まり、相談者の個別的な状態を踏まえた疾患のり患可能
性の提示・診断等の医学的判断を伴わない行為

各定義については、厚生労働省「オンライン診療の適切な実施に関する指針」より抜粋
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遠隔医療等の分類

オンライン
診療

オンライン
受診勧奨

遠隔健康医療相談

医師 医師以外

指針の適用 ○ ○（一部適用外） × ×

情報通信機器を通じた診療行為 ○ ○ × ×

情報通信手段のリアルタイム・同時性
（視覚・聴覚情報を含む）

○
（文字等のみ不可）

○
（文字等のみ不可）

－
（必須ではない）

－
（必須ではない）

初診 ×（例外あり） ○ － －

処方 ○ × － －

受診不要の指示・助言 － ○ ○ ○

一般的な症状に対するり患可能性のある疾患名の列挙 － － ○ ○

患者個人の状態に対するり患可能性のある疾患名の列挙 ○ ○ × ×

一般用医薬品の使用に関する助言 ○ ○ ○ ○

患者個人の心身の状態に応じた医学的助言 ○ ○ ○ ×

特定の医療機関の紹介 ○ ○ ○ ○

【オンライン診療等で実施可能な行為】

※上記は、厚生労働省「オンライン診療の適切な実施に関する指針」（平成30年3月）（令和元年７月一部改訂）別添資料より

〇現在、新型コロナウイルスによる院内感染防止と受診機会の確保を目的に、時限的・特例
的な対応がとられている。（次頁を参照）
〇併せて、規制改革の観点で新型コロナウイルスの感染収束後のオンライン診療の在り方を
国で議論しており、オンライン診療の恒久化に向けたとりまとめが行われる予定となってい
る。
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オンライン診療に係る時限的・特例的な取扱い

適用対象

適用対象
 初診は原則として直接の対面による診療を行うこと。 ⇒初診から電話やオンラインで診療可能

 急病急変患者については、原則として直接の対面による診療を行うこと。

 患者がすぐに適切な診療を受けられない場合などは、医師の判断の下、初診のオンライン診療は許容さ
れる。ただし、後日、直接の対面診療を行うこと。

第482回中医協総会
2021年7月7日
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オンライン診療に係る時限的・特例的な取扱い
第482回中医協総会
2021年7月7日
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船上における遠隔医療の選択肢

無線医療助言事業
洋上救急医療援護事業

・24時間健康相談
（電話、チャットボット）

・卒煙プロジェクト

産業医による健康相談
（被保険者向け）

産業医による健康相談
（被保険者・船舶所有者向け）

オンライン診療

船上で急病人が発生した
場合など、緊急性を要す
るもの

病気・けがの症状や健
康保持増進に関する相
談で、診療行為が伴わ
ないもの

船上での健康管理に関す
るもの

主に慢性疾患等による診
療

オンライン診療に対応す
る医療機関の増加等利用
しやすい環境づくり

外部委託機関と連携し円
滑かつ着実に実施

〇船員保険コラボヘルス
の更なる充実、活用促進

〇健康相談事業の更なる
充実、活用促進

【今後】

〇船上での医療は、その特殊な環境下での限界もあり、ニーズに対応した方策の強化が適当
〇健康相談事業の拡充や慢性疾患等をかかりつけ医でオンライン診療できる環境整備
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船上における遠隔医療の選択肢

○スキーム見直しの資料
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【参考】オンライン診療のかかり方

①診療内容の確認
・医療機関のHP等で電話やオンラインで診療
しているか確認が必要です。

②事前の予約
・電話の場合は、医療機関に電話し、保険証
などの情報を医療機関に伝えた上で予約しま
す。
・オンライン診療の場合は、医療機関によっ
て予約方法は異なります。

③診療
・医療機関側から着信があるか、オンライン
で接続され、診療が開始
・受診を希望された本人であることを確認す
るため、求められた個人情報を伝えます。
※診断や処方が困難な場合もあることにはご
留意ください。

厚生労働省HP

「船員保険イメージキャラクターかもめっせ」


